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降雨後のお台場海浜公園における大腸菌濃度のモデル計算結果を活用した海水浴予報システム

を構築し，港区が主催してきている海水浴イベントの開催の可否を判断する試行を進めている．

2018年のイベントでは，計算された数値に対して実測値が同程度以下となり，水浴場基準値に照

らした開催可否判断との間に矛盾は生じなかった．しかし，続く2019年のイベントでは小潮期-少

雨時や連続降雨後の計算値が実測値を下回っていた．2020年の実測値を含めて検討した結果，上

げ潮転流時には海面下3m付近まで汚染水塊が及ぶことから、隅田川だけなく目黒川や芝浦運河か

らの汚濁流出水の影響を受ける可能性が示唆された．予報システムに用いている数値モデル計算

のメッシュサイズは100m×100mで対象とするお台場海浜公園の開口部に比して大きく，雨天時越

流水による汚染水塊の公園内への流入状況を的確に反映しきれていない可能性が高い． 
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